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2009年度後期　大学院教育発達科学研究科　

１．授業名
　「高等教育経営論　－キャリア教育論－」
　　        　　　　授業担当者：    夏目達也　（高等教育研究センター）
　　　　　　　　　　　　　　　      連絡先　内線5693　natsume@cshe.nagoya-u.ac.jp

２．単位等　２単位　　　　　開講時期：　後期・月６限（18：15～19:45）　

３．授業の内容
【概　要】
　今日の高等教育において、各種の学生指導、とりわけ卒業後の就職に関する指導は、各高等教育機関および教職員にとって重大な関心事になっている。その背景には、全体としてみれば就職状況は近年急速に改善されてはいるとはいえ、ていねいな指導をしないと就職が難しい、あるいは就職できない学生が一定数いるという事情がある。学生の就職状況は、高校生・父母だけでなく、彼らを送り出す高校の側にとっても重大な関心事になっており、マスコミでも各大学の指導の状況や就職の実績などが大きく取り上げられるようになっている。そのため、少子化の中で大学の生き残りをかけて競争を余儀なくされている各大学にとって、学生の就職実績を改善することは、学生確保にとってきわめて重要な意味を持つようになっている。そのため、個別指導を含めた丁寧な指導を行うことを、大学の基本的なサービスの一つと見なす考え方は、大学の経営陣だけでなく一般教員の間でも広がりつつある。
　各大学の就職支援の活動内容をみると、かつては就職あっせんやその前提となる新規求人企業の開拓などが重要な部分を占めていたが、近年ではそれだけでなく、職業観の醸成、就職意識の高揚、教員による就職支援強化などが重視されるようになっている。これは、企業が採用者を優秀な学生に限定するいわゆる厳選採用の方針を打ち出していることと関係している。就職後も職業生活を維持し成長できるだけの能力や資質を備えた学生でないと就職が覚束ず、それらの能力・資質を形成することが必要になっている。そのために特定の一時期の集中的な取り組みではなく、より長期的な取り組みが必要になっているのである。この長期的な取り組みの一つがキャリア教育である。以前から活発な就職支援活動を行ってきた私立大学だけでなく、国公立大学においてもキャリア教育はかなり活発に実施されるようになっている。文部科学省による各種ＧＰによる財政的な支援も、この動きを加速させている。
　本授業では、主要大学におけるキャリア形成支援の取組の事例を取り上げ、その概要と特徴を明らかにする。それを通じて、大学生に必要な支援の内容や進め方について自分なりの明確な考えをもてるようにする。また、今日、議論されてきたキャリア形成論の特徴と、新たな課題についても、理解できるようにする。

【目　標】
　・日本の青年のキャリア形成や就職をめぐる概況を理解できる。
　・日本の大学におけるキャリア形成支援の概要、若干の特徴、今後の課題について自分　　なりの考えを明確にし、それを適切に表現できる。
　・自分の大学の学生に必要なキャリア教育の内容や実施方法について展望をもてる。

【内　容】
　・青年の職業発達の状況やキャリアガイダンス等に関する理論に関する基本的な文献を　　講読する。
　・わが国の大学におけるキャリア形成支援の概要と若干の特徴につき調査する（フィー　　ルドワークないし文献による）。
　・自分の所属する大学で実施可能なキャリア形成支援・キャリア教育のカリキュラムに　　ついて検討する。

【授業の構成】
　本授業は、以下の３単元で構成する。
　　第1単元：　キャリア概念のとらえ方：青年のキャリア発達とはなにか
　　第２単元：　大学生のキャリア発達とキャリア形成支援
　　第3単元：　キャリアセンターの活動と大学生のキャリア形成支援

４．教科書等
　　　コースパケット（資料集）を配布する。

５．参考書
5.1　本授業の内容を深く理解するために必読の文献
・石渡嶺司、大沢仁 2008、『就活のバカヤロー』光文社 
・金井壽宏、2002、『働くひとのためのキャリア・デザイン』、PHP新書
・香山リカ、2004、『就職がこわい』、講談社
・キンブルほか著、仙崎武監訳、2005、『キャリア・デザイン』、文化書房博文社
・齊藤武雄他編著 2009、『ノンキャリア教育としての職業指導』学文社 
・武田晴人2008『仕事と日本人 』(ちくま新書)　筑摩書房 
・K．B．ホイト編著・仙崎武他訳2005『キャリア教育―歴史と未来』雇用問題研究会
・本田由紀、2005、『多元化する「能力」と日本社会』、NTT出版
・山田　久、2007、『ワーク・フェア』、東洋経済新報社

5.2　本授業の内容を理解するために読むことが望ましい文献
・阿部真大、2007、『働きすぎる若者たち』、生活人新書
・小杉礼子、2005、『フリーターとニート』、勁草書房
・児美川孝一郎、2007、「オーストラリアにおける若者の「学校から仕事への移行」支援　の現状と課題（１）、『生涯学習とキャリアデザイン』（法政大学キャリアデザイン学会　紀要）Vol.5
・佐藤一子、2007、「イタリアにおける青年の移行期支援と雇用・教育政策」生涯学習と　キャリアデザイン』Vol.5
・白川一郎、2005、『日本のニート・世界のフリーター』、中公新書ラクレ
・玄田有史、2005、『働く過剰』、NTT出版
・玄田有史、2001、『仕事のなかの曖昧な不安』、中央公論新社、
・城　繁幸、2006、『若者はなぜ３年で辞めるのか？』、光文社新書
・城　繁幸、2008、『3年で辞めた若者はどこへ行ったのか』、ちくま新書
・本田由紀・内藤朝雄、後藤和智、2006、『「ニート」って言うな！』、光文社新書
・八幡成美、2004、「英国の新規学卒者の職業紹介と若年失業対策の実情」法政大学キャ　リアデザイン学部紀要第1号


６．評価の方法
　以下の事項をふまえ総合的に評価する。
　　①授業の参加
　　②担当する課題の達成状況
　　③司会としての討論のリードの状況
　　④一般受講者としての議論への貢献　
　　⑤課題

７．履修の条件
　　　とくになし

８．履修上の注意
　　　とくになし


９．授業における発表について
9.1　レポートの形式・内容
・１回の発表は20分程度にまとめる。時間を守ること。
・発表するレポートのサイズは Ａ４に統一する。
・レポートの１枚目の冒頭２～３行目に、授業の名称「高等教育経営論」とレポート発表　予定日、学籍番号、氏名を記入すること。
・すべてのページにページ番号をつける。
・引用文献・参考文献は必ず提示すること。
・レポートでは、担当分の文献の概要とともに、授業で討論すべき論点を提示する。提示　した論点に対する自分なりの考えを示す。
・レポートの最後に、感想を記す。自分自身のことばで記すこと。素朴な感想、ホンネを　大切にすること。

9.2　授業の開始までにすべきこと
・発表するレポートは、前日（遅くとも当日午前中）までに、教員と受講者全員にメール　にて送る。

9.3　司会者がすべきこと
・司会は時間管理を厳格に行う。発表が長くなる場合には注意を促す。
・司会担当者は、事前に発表内容を把握する。報告者が提示する論点をふまえつつ、司会　者なりの論点とあわせて整理する。論点に沿って受講者間での議論をリードする。

9.3　その他
・発表・司会の担当者が、やむを得ない事情で欠席する場合：
　・速やかに教員に連絡するとともに、自分で代理を依頼する。
　　代理を依頼したこと、代理を務める人の氏名を事前に教員に知らせること。
　・１週間以上前に代理を依頼することが判明している場合には、授業でその旨を報告　　　すること。




１０．毎回の授業の内容

10月５日(月)
第1回　オリエンテーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　教室の確認
＜目標＞
　・今後の授業の進め方について説明し、授業履修の意思を確認する。
＜内容＞
　・シラバスの配布と説明
　・授業の進め方に関する説明
　・コースパケットに関する説明
　・フィールドワークの参加者数の確認、参加可能者が一定数の場合は日程等の打合わせ


第1単元（第2～4回）
　「キャリア概念のとらえ方：青年のキャリア発達とはなにか？」

10月19日(月)
第２回）　  大学のキャリア支援をめぐる課題
＜目標＞
　・大学キャリア支援に関する現状と課題について概要を知る。
＜内容＞
　・教員による講義
　　「日本の大学におけるキャリア形成支援をめぐる現状」
＜事前学習＞
　・コースパケット所収のテキストを読み、関心のあるものについて、自分なりの意見を　　まとめる。


11月２日(月)
第３回
＜目標＞
　・基本文献の購読を通じて、キャリア概念を把握する。
＜内容＞
・「第２章　年齢層別のキャリア発達」
・「第３章  キャリア・トランジション」
・「第４章　キャリア発達の理論」
　（二村英幸2009、『個と組織を生かすキャリア発達の心理学』、金子書房）
＜事前学習＞
　・コースパケット所収のテキストを読み、自分なりの意見をまとめる。
　・授業での議論の際に、自分の閑雅を簡潔に発表できるようにする。


11月９日(月)
第４回
＜目標＞
　・基本文献の購読を通じて、キャリア概念を把握する。
＜内容＞
・「第７章  ワーク・モチベーション」
・「第８章　人材マネジメントにおけるキャリア発達支援」
　（二村英幸2009、『個と組織を生かすキャリア発達の心理学』、金子書房）
・櫻井純理2009、「キャリア形成と職業能力開発」、（黒田兼一、守屋貴司、今村寛治編著『人間らしい「働き方」・「働かせ方」』、ミネルヴァ書房、pp.147-171）
＜事前学習＞
　・コースパケット所収のテキストを読み、自分なりの意見をまとめる。
　・授業での議論の際に、自分の閑雅を簡潔に発表できるようにする。


第2単元（第5～9回）
　「大学生のキャリア発達とキャリア形成支援」

11月16日(月)
第５回
＜目標＞
　・大学生のキャリア発達の現状を知る。
　・大学教育論におけるキャリア形成支援・キャリア教育の位置を知る。
＜内容＞
・小杉礼子2007「現代大学生の就職活動プロセス」、小杉礼子編著『大学生の就職とキャ　リア』勁草書房
＜事前学習＞
　・コースパケット所収のテキストを読み、自分なりの意見をまとめる。
　・授業での議論の際に、自分の閑雅を簡潔に発表できるようにする。


11月30日(月)
第６回
＜目標＞
　・大学生のキャリア発達の現状を知る。
　・大学教育論におけるキャリア形成支援・キャリア教育の位置を知る。
＜内容＞
・国立大学協会教育・学生委員会2005、「大学におけるキャリア教育のあり方－キャリア　教育科目を中心に－」 
＜事前学習＞
　・コースパケット所収のテキストを読み、自分なりの意見をまとめる。
　・授業での議論の際に、自分の閑雅を簡潔に発表できるようにする。


12月７日(月)
第７回
＜目標＞
　・大学生のキャリア発達の現状を知る。
　・大学教育論におけるキャリア形成支援・キャリア教育の位置を知る。
＜内容＞
・上西充子2007、「大学におけるキャリア支援：その動向」、上西充子編『大学のキャリ　ア支援－実践事例と省察』、経営書院
・上西充子2009、「大学生の現状とキャリア形成支援」、小杉礼子編著2009、『若者の働きかた』、ミネルヴァ書房
＜事前学習＞
　・コースパケット所収のテキストを読み、自分なりの意見をまとめる。
　・授業での議論の際に、自分の閑雅を簡潔に発表できるようにする。


12月14日(月)
第８回
＜目標＞
　・大学生のキャリア発達の現状を知る。
　・大学教育論におけるキャリア形成支援・キャリア教育の位置を知る。
＜内容＞
・小方直幸2009、「若者のキャリアと大学」、小杉礼子編著2009、『若者の働きかた』、ミネルヴァ書房
・中間玲子2008、「キャリア教育における教育効果の検討」京大高等教育研究開発推進セ　ンター『京都大学高等教育研究』第14号
＜事前学習＞
　・コースパケット所収のテキストを読み、自分なりの意見をまとめる。
　・授業での議論の際に、自分の閑雅を簡潔に発表できるようにする。


12月21日(月)
第９回
＜目標＞
　・大学生のキャリア発達の現状を知る。
　・大学教育論におけるキャリア形成支援・キャリア教育の位置を知る。
＜内容＞
　・「先進大学のキャリア形成支援のための活動」
＜事前学習＞
　・コースパケット所収のテキストを読み、自分なりの意見をまとめる。
　・授業での議論の際に、自分の閑雅を簡潔に発表できるようにする。


第3単元（第10～12回）　キャリアセンターの活動と大学生のキャリア形成支援

１月４日(月)
第10回
＜目標＞
・大学生のキャリア形成支援における課題を理解できる。
・大学生が求めるキャリア形成支援の内容と特徴を理解できる。
＜内容＞
・堀有喜衣2007、「大学の就職・キャリア形成支援の現状と課題」、小杉礼子編著『大　　学生の就職とキャリア』勁草書房
＜事前学習＞
　・コースパケット所収のテキストを読み、自分なりの意見をまとめる。
　・授業での議論の際に、自分の閑雅を簡潔に発表できるようにする。



１月18日(月)
第11回
＜目標＞
・大学のキャリアセンターにおける活動内容とその役割・特徴を理解できる。
・キャリア形成支援活動におけるインターンシップの位置づけと概要を理解できる。
＜内容＞
・佐藤博樹・堀有喜江・堀田聴子2006、『人材形成としてのインターンシップ－キャリア　教育と社員教育のために』（労働新聞社）第1章、第3章（26-49頁、92-102頁）。
・ゲスト・スピーカー
＜事前学習＞
　・コースパケット所収のテキストを読み、自分なりの意見をまとめる。
　・授業での議論の際に、自分の閑雅を簡潔に発表できるようにする。



１月25日(月)
第12回
＜目標＞
・大学生が求めるキャリア形成支援の内容と特徴を理解できる。
・キャリア形成支援における実践上の課題を理解できる。
＜内容＞
・各大学のキャリア形成支援方策
　IDE『現代の高等教育』（2009年4月号）所収の論考
　　渡部直樹「就職の現状と大学教育の質の向上」
　　角方正幸「就職危機の再来と大学の経営戦略」
　　犬飼　斉「名城大学の就職支援戦略－正課と正課外を組み合わせた就職支援」
　　その他
＜事前学習＞
　・コースパケット所収のテキストを読み、自分なりの意見をまとめる。
　・授業での議論の際に、自分の閑雅を簡潔に発表できるようにする。


２月１日(月)
第13回　まとめ
＜目標＞
・大学生が求めるキャリア形成支援の内容と特徴を理解できる。
・キャリア形成支援における実践上の課題を理解できる。
・本授業について適切に評価できる。また改善点を指摘し改善策を提案できる。
＜内容＞
・各大学のキャリア形成支援方策
　『大学と学生』（2009.8）所収の論考
　『カレッジマネジメント』（2009.1-2）所収の記事
・授業の反省：　授業の改善点と改善方策に関する討論
＜事前学習＞
　・授業全体を振り返り、授業の改善点を指摘する。
　・授業での議論の際に、自分の閑雅を簡潔に発表できるようにする。


コースパケット所収論文の一覧


・上西充子編2007、『大学のキャリア支援－実践事例と省察』、経営書院
　・上西充子2007、「大学におけるキャリア支援：その動向」
・黒田兼一、守屋貴司、今村寛治編著2009、『人間らしい「働き方」・「働かせ方」』、ミネルヴァ書房、pp.147-171
・櫻井純理2009、「キャリア形成と職業能力開発」、
・京大高等教育研究開発推進センター、『京都大学高等教育研究』第14号
　・中間玲子2008、「キャリア教育における教育効果の検討」
・国立大学協会教育・学生委員会2005、「大学におけるキャリア教育のあり方－キャリア　教育科目を中心に－」 
・小杉礼子編著2007、『大学生の就職とキャリア』、勁草書房
　・小杉礼子2007、「現代大学生の就職活動プロセス」
　・堀有喜衣2007、「大学の就職・キャリア形成支援の現状と課題」
・小杉礼子編著2009、『若者の働きかた』、ミネルヴァ書房
　・上西充子2009、「大学生の現状とキャリア形成支援」
　・小方直幸2009、「若者のキャリアと大学」
・『大学と学生』（2009.8）所収の諸論考
・二村英幸2009、『個と組織を生かすキャリア発達の心理学』、金子書房
　・「第２章　年齢層別のキャリア発達」
　・「第３章  キャリア・トランジション」
　・「第４章　キャリア発達の理論」
　・「第７章  ワーク・モチベーション」
　・「第８章　人材マネジメントにおけるキャリア発達支援」
・IDE『現代の高等教育』（2009年4月号）所収の論考
　・渡部直樹「就職の現状と大学教育の質の向上」
　・角方正幸「就職危機の再来と大学の経営戦略」
　・犬飼　斉「名城大学の就職支援戦略－正課と正課外を組み合わせた就職支援」
・『カレッジマネジメント』（2009.1-2、リクルート）所収の記事
・『大学と学生』（2009.8号、新聞ダイジェスト社）所収の論考

